
　3月 11 日の東北地方太平洋沖地震とその余震では、筑波大学附属図書館の筑波地区の各図書館
も施設・資料に大きな被害を受けましたが、その後は復旧が進み、一部を除いて今まで通りのサー
ビスが提供できるようになりました。震災直後から復旧に向けたいろいろな取り組みをしてきま
したが、それらを記録としてまとめて残していないことに気が付きました。改めて被害の状況や
復旧の取り組みを振り返り、「記憶を風化させないために」ポスターという形で記録し、今後の震
災への備えの一助になればよいと考えています。
　なお、今回のポスターは図書館職員有志が行っているチラシやポスターなどのデザイン勉強会
（FlyerLab. と命名）の成果発表の場でもあります。図書館総合展という場所で、自分たちの考え
たデザインがどう見られるのか、作成者一同楽しみにしています。
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mash 
　（震災当日）
garu 
　（翌日からの一週間）
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　（部分開館に向けて）
k-show 
　（復旧ボランティア）
beko
　（復旧、その後）
gon
　（全体編集）
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それまで職員中心に進めてきた震災復旧
作業ですが、一日も早い開館を、という
思いから、中央図書館の復旧作業に学生
ボランティアを募ることとなりました。
幸いにもたくさんの学群生・院生・留学
生の方々にご協力いただき、中には連日
参加の学生さんも！
まだまだ余震も多いため、作業フロアに
はラジオ、揺れを感じたらすぐに書架から離れるように、職員が声をかけつつの作業でした。

作業のために館内に足を踏み入れ、大量の図書の雪崩を目の当たりにして驚いたのも最初
だけ。慣れてしまえばあとはひたすら作業です。基本スタイルは作業用の軍手に、埃よけ
のマスクを装備。暖房も入らないため、寒さを感じることも多かったかと思います。
そんな厳しい状況の中でも、学生さん達は元気いっぱい。

「へえ～、こんな本もあるんだ～！」「これ、おもしろそう！」
「ねえねえ、この分類ってどっちが先？え～と LMNだから…」
などなど、お友達同士で和気藹々と作業することもあれば、一人で黙々と作業、というこ
とも。みなさんそれぞれ都合のよい時間に参加してくれました。
作業中、普段は手に取ることのない分野の図書を目にしたり、図書がどう配架されている
かを再確認したり、いろいろと発見もあったようです。

参加人数は１５日間（中央図書館）
で延べ４７５人！
後日図書館長より、感謝状と記念
品の贈呈がありました。

みなさんお忙しいなか本当に
ありがとうございました！


